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当
協
会
と
河
北
新
報
社
が
連
携
、

内
容
を
一
新
し
た
宮
城
県
芸
術
祭
写

真
公
募
展「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト　
ｉ
ｎ

Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ　
２
０
２
０
」
が
芸
術

祭
開
幕
に
合
わ
せ
て
、
９
月
26
～
29

日
の
日
程
で
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
を
会
場
に
開
か
れ
た
。
県
外

か
ら
の
応
募
者
も
あ
り
、
参
加
者
は
想

定
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
秀
逸
な
作

品
も
多
く
、
東
北
を
代
表
す
る
写
真

公
募
展
へ
、
確
か
な
一
歩
を
記
し
た
。

　

フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト
は
、
従
来
の
県

芸
術
祭
写
真
公
募
展
を
存
続
展
と
し

河
北
写
真
展
と
一
体
、
統
合
さ
せ
る

形
で
企
画
。
芸
術
文
化
団
体
及
び
実

働
主
体
の
写
真
芸
術
家
と
、
公
募
展

開
催
の
実
績
が
豊
富
な
メ
デ
ィ
ア
が

タ
ッ
グ
を
組
み
、「
み
ち
の
く
写
真

新
時
代
」
を
目
指
し
、
実
施
し
た
。

　

河
北
新
報
の
広
報
効
果
に
も
支
え

ら
れ
、
第
１
回
連
携
展
の
反
響
は
県

内
外
に
広
が
り
、
応
募
者
は
想
定
の

２
５
０
人
を
大
き
く
上
回
る
３
５
０

人
（
１
６
１
４
点
、
第
１
・
自
由
部

門
１
２
５
７
点
、
第
２
・
東
北
の
音

部
門
３
５
７
点
）
に
達
し
た
。

　

地
域
別
に
み
る
と
、
県
内
が

２
９
９
人
で
85
％
を
占
め
た
が
、
県

外
も
51
人
に
上
っ
た
。
東
北
５
県
は

も
と
よ
り
、
大
阪
府
、
京
都
府
な
ど

西
日
本
か
ら
の
応
募
も
あ
っ
た
。
前

年
度
の
芸
術
祭
写
真
公
募
展
の
約
３

倍
、
河
北
写
真
展
と
比
較
し
て
も
そ

ん
色
な
い
参
加
者
を
確
保
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
で
、
撮
影
・
応
募
意
欲
に
水
を

差
さ
れ
る
の
で
は
と
の
懸
念
も
あ
っ

た
が
、
杞
憂
だ
っ
た
。

　

作
品
数
と
と
も
に
、
レ
ベ
ル
の
高

さ
も
期
待
以
上
。
８
月
７
日
、
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
の
会
議

室
で
行
わ
れ
た
審
査
会
は
高
揚
感
に

包
ま
れ
、
秀
作
ぞ
ろ
い
で
審
査
も
難

航
し
た
。

　

審
査
員
を
務
め
た
写
真
家
の
赤
城

耕
一
氏
は
「
視
点
、
技
量
の
確
か
な

作
品
が
多
か
っ
た
。
想
像
以
上
」
と

高
く
評
価
。
今
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍

に
太
鼓
判
を
押
し
た
。
佐
々
木
光
一

実
行
委
員
長（
前
執
行
理
事
）も「
公

募
展
発
展
の
基
盤
が
築
か
れ
た
」
と

上
々
の
滑
り
出
し
を
喜
ん
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
感
染
予
防
へ
の

配
慮
か
ら
、搬
入
、搬
出
日
を
確
保
し
、

結
果
的
に
展
示
期
間
が
絵
画
、
彫
刻
、

書
道
、
華
道
と
同
様
、
当
初
予
定
の

６
日
間
か
ら
４
日
間
に
短
縮
さ
れ
た

が
、
そ
の
分
、
間
延
び
感
の
な
い
充

実
し
た
展
示
会
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

密
集
状
態
を
避
け
つ
つ
作
品
を
鑑

賞
し
て
い
た
入
場
者
は
「
素
晴
ら
し

い
作
品
ば
か
り
で
、
見
と
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
、
表
情

に
満
足
感
を
漂
わ
せ
て
い
た
。

　

第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
が
９
月
26

日
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で

開
幕
し
た
。
宮
城
の
芸
術
の
秋
を
彩

る
当
協
会
の
メ
イ
ン
事
業
だ
が
、
今

秋
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
収
束
せ
ず
、
緊
張
感
が
漂
う
中
で

の
ス
タ
ー
ト
。
芸
術
文
化
関
連
催
事

の
中
止
等
が
相
次
い
で
い
て
貴
重
な

機
会
だ
け
に
、
入
場
者
ら
は
例
年
以

上
に
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
た
。

　

開
会
式
は
３
密
を
避
け
る
た
め
、

共
催
８
団
体
の
代
表
ら
出
席
者
を

絞
っ
て
実
施
。
一
般
入
場
者
ら
と
の

集
中
回
避
へ
、
式
の
開
始
時
刻
も
前

倒
し
し
た
。
芸
術
祭
会
長
兼
実
行
委

員
長
の
雫
石
隆
子
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
と
い
う

難
し
い
状
況
下
で
も
芸
術
の
灯
を
消

さ
な
い
と
の
心
意
気
で
開
催
を
決
断

し
た
」
と
開
催
の
意
義
を
強
調
。
名

誉
会
長
の
村
井
嘉
浩
知
事
（
代
読
）

も
感
謝
を
込
め
つ
つ
祝
意
を
述
べ

た
。

　

感
染
予
防
の
一
環
で
、
来
賓
紹
介

も
簡
略
化
し
、
恒
例
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
も
省
略
。
展
示
部
門
・
第
１
期
の

紹
介
の
後
、
内
覧
会
に
移
っ
た
。

　

本
年
度
の
芸
術
祭
は
写
真
展
、
写

真
公
募
展「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ｉ
ｎ

Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ　

２
０
２
０
」、
絵
画

展
（
公
募
の
部
）、
彫
刻
展
、
彫
刻
公

募
展
で
幕
開
け
（
26
～
29
日
）。
そ
の

後
、
絵
画
展
（
10
月
３
～
６
日
）、
華

道
展
、書
道
展（
10
～
13
日
）と
続
い
た
。

　

文
芸
祭
は
10
月
24
日
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
実
施
。
工

芸
展
、
そ
れ
と
河
北
新
報
社
と
の
連

携
で
新
規
に
取
り
組
む
公
募
展
「
杜

の
み
や
こ
工
芸
展
」
は
11
月
５
～
９

日
に
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ

で
、
ま
た
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
明
年

２
～
３
月
に
仙
台
銀
行
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
予
定
。

　

感
染
予
防
の
対
応
が
困
難
な
茶
会

や
、
集
合
し
つ
つ
の
練
習
が
ま
ま
な

ら
ず
準
備
が
整
わ
な
い
音
楽
会
、
長

唄
演
奏
会
は
中
止
と
な
っ
た
。

公
募
展
、
確
か
な
一
歩

公
募
展
、
確
か
な
一
歩

想
定
上
回
る
応
募
者
数

想
定
上
回
る
応
募
者
数

作
品
の
質
も
期
待
以
上

作
品
の
質
も
期
待
以
上

「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト

「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト　　
ｉ
ｎ　
Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ　
２
０
２
０
」

ｉ
ｎ　
Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ　
２
０
２
０
」

第
57
回
芸
術
祭

緊
張
の
中
開
催

コ
ロ
ナ
下
、
備
え
尽
く
し

質の高さが際立ち、関心を集めた
「フォトサミット in Sendai 2020」
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【
絵
画
展
（
公
募
の
部
）（
９
月
26
～

29
日
）】
出
展
は
88
点
。
昨
年
の

１
２
８
点
と
比
べ
て
減
少
し
た
が
、

高
水
準
の
作
品
が
多
か
っ
た
。
写
真

は
最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
受

賞
作
品
。
作
品
名
は
「
初
夏
」。

　

【
開
会
式
（
９
月
26
日
）】
共
催

８
団
体
の
代
表
ら
が
出
席
し
た
開
会

式
。
全
員
、
マ
ス
ク
を
つ
け
、
間
隔

を
空
け
て
着
席
、
感
染
防
止
に
留
意

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
表
情
に
は

緊
張
し
つ
つ
も
満
足
感
が
漂
っ
た
。

　

【
写
真
展
（
９
月
26
～
29
日
）】

出
展
は
81
点
。
感
染
拡
大
に
伴
う
外

出
自
粛
の
影
響
か
、
昨
年
に
比
べ
て

若
干
減
少
し
た
も
の
の
、
力
作
が
並

ん
だ
。
作
品
の
幅
も
広
く
、
磨
き
上

げ
ら
れ
た
作
者
の
感
性
が
光
っ
た
。

　

【
写
真
展
（
９
月
26
～
29
日
）】
最

高
賞
の
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
作
品
。

作
品
名
は
「
十
二
神
将　

冬
の
候
」。

モ
ノ
ク
ロ
の
よ
う
な
色
調
の
仏
像
を

味
わ
い
深
く
組
み
上
げ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
終
息
へ
の
祈
り
を
込
め
た
と
い
う
。

　
【
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ｉｎ 

Ｓｅ
ｎ
ｄａ
ｉ

２
０
２
０
（
９
月
26
～
29
日
）】
応

募
点
数
１
６
１
４
点
の
う
ち
入
選

１
４
６
点
を
展
示
。
切
り
口
の
新
し

さ
が
目
を
引
い
た
。
写
真
は
大
賞
受

賞
作
品
「
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
」。

　
【
彫
刻
展
（
９
月
26
～
29
日
）】
出

展
は
29
点
。
昨
年
を
上
回
っ
た
。
ホ

ワ
イ
エ
へ
の
展
示
も
あ
り
、
見
せ
方

の
幅
が
広
が
っ
た
。
定
番
も
の
を
大

事
に
し
つ
つ
、
斬
新
な
作
品
も
あ
り
、

殻
を
破
る
意
欲
が
ほ
と
ば
し
っ
た
。

　

【
彫
刻
展
（
９
月
26
～
29
日
）】

最
高
賞
の
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
作

品
。
作
品
名
は
「
こ
こ
ろ
ね
」。
彫

刻
の
可
能
性
を
広
げ
る
よ
う
な
作

品
。素
材
、造
形
が
ユ
ニ
ー
ク
で
、メ
ッ

セ
ー
ジ
性
が
あ
ふ
れ
た
。

　
【
彫
刻
公
募
展（
９
月
26
～
29
日
）】

応
募
は
19
点
、
う
ち
14
点
が
入
選
、

展
示
。
高
校
生
が
積
極
応
募
、
昨
年

の
５
点
か
ら
大
幅
に
増
え
た
。
写
真

は
最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
の

受
賞
作
品
。
作
品
名
は
「
生
命
」。

　

【
開
会
式
】
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、

共
催
団
体
の
理
解
と
協
力
に
感
謝
し

つ
つ
、
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
芸
術
祭

開
催
の
意
義
を
強
調
す
る
雫
石
隆
子

理
事
長
（
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
会

長
兼
実
行
委
員
長
）。

開　会　式

彫　刻　展 写　真　展

最高賞受賞作品 最高賞受賞作品

最高賞受賞作品 最高賞受賞作品

開　会　式最高賞受賞作品

華やかに華やかに



�　第 226 号 は な や ま 令 和 ２ 年 10 月 31 日3
　
【
絵
画
展
（
10
月
３
～
６
日
）】
出

展
は
２
７
６
点
。昨
年
を
若
干
、下
回
っ

た
が
、
力
作
が
目
立
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
公
募
展
の
多
く
が
中
止
に
な
っ

た
こ
と
も
〝
一
点
集
中
型
〟
の
一
因

と
み
ら
れ
、
鑑
賞
者
を
う
な
ら
せ
た
。

　

【
絵
画
展
（
10
月
３
～
６
日
）】

最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
作

品（
日
本
画
）。
作
品
名
は「
宵
の
音
」。

昨
年
の
公
募
の
部
で
の
入
賞
に
続

く
、
入
会
１
年
目
で
の
快
挙
。
確
か

な
実
力
を
見
せ
つ
け
た
。

　

【
絵
画
展
（
10
月
３
～
６
日
）】
最

高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
作
品

（
洋
画
）。
作
品
名
は
「
掌
中
の
珠
」。

日
本
画
同
様
、
公
募
の
部
で
の
入
賞

に
続
く
、
入
会
１
年
目
で
の
栄
誉
。

繊
細
で
若
々
し
い
感
性
が
光
っ
た
。

　

【
華
道
展
（
10
月
10
～
13
日
）】

出
展
は
前
期
、
後
期
合
わ
せ
て
20
点
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
出
展
数
を
抑
え
た
た

め
、
昨
年
の
68
点
か
ら
大
き
く
減
少

し
た
。
寂
し
さ
は
否
め
な
い
が
、
１

点
１
点
の
迫
力
、
華
や
か
さ
は
十
分
。

　

【
書
道
展
（
10
月
10
～
13
日
）】

出
展
は
２
４
７
点
。
昨
年
の
２
８
５

点
に
比
べ
て
若
干
減
少
し
た
が
、
自

粛
ム
ー
ド
の
中
で
は
ま
ず
ま
ず
の
点

数
。
例
年
通
り
、
気
持
ち
の
こ
も
っ

た
秀
作
が
会
場
を
埋
め
た
。

　

【
書
道
展
（
10
月
10
～
13
日
）】

最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
の
受
賞

作
品
。作
品
名
は「
劉
滄
詩
」（
漢
字
）。

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素
晴
ら
し
く
、
流

れ
も
鮮
や
か
。
上
質
な
作
品
に
仕
上

が
っ
た
。

　

当
協
会
は
「
第
57
回
宮
城
県
芸
術

祭
」
の
展
示
会
場
で
入
場
者
ら
を
対

象
に
、
芸
術
祭
開
催
の
評
価
を
問
う

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
下
で
の

開
催
を
評
価
す
る
感
想
が
大
半
を
占

め
、
内
容
に
関
し
て
も
好
意
的
な
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
開
催
が
困
難
視

さ
れ
る
中
、
感
染
予
防
の
措
置
を
講

じ
つ
つ
開
催
に
踏
み
切
っ
た
対
応
が

熱
く
支
持
さ
れ
た
形
だ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
展
示
系
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
の
会
場
出
入
口
付
近
に
用
紙

を
置
い
て
、
帰
る
際
、
記
入
し
て
も

ら
う
方
式
で
実
施
。
１
３
６
人
か
ら

回
答
を
得
た
。
非
会
員
の
一
般
入
場

者
が
１
１
７
人
で
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、開
催
に
踏
み
切
っ

た
判
断
・
対
応
に
つ
い
て
、「
適
切
」

と
の
回
答
が
１
１
６
人
で
、
大
半
が

評
価
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
86

人
が
「
芸
術
文
化
活
動
の
中
止
・
延

期
が
相
次
ぐ
中
で
貴
重
な
鑑
賞
機
会

の
提
供
と
な
っ
た
」
と
回
答
し
た
。

　

自
由
記
述
欄
で
は
「
文
化
的
な
展

示
は
心
の
栄
養
に
な
る
」「
コ
ロ
ナ

下
、
開
催
の
決
断
に
感
謝
し
ま
す
」

「
感
染
防
止
策
も
取
ら
れ
て
お
り
、

不
安
な
く
鑑
賞
で
き
た
」
と
い
っ
た

勇
気
付
け
ら
れ
る
意
見
が
目
立
っ
た
。

　

多
く
の
入
場
者
ら
に
コ
ロ
ナ
と
向

き
合
い
、
防
止
策
を
尽
く
し
つ
つ
、

災
禍
を
乗
り
越
え
芸
術
振
興
に
努
め

よ
う
と
す
る
協
会
及
び
会
員
の
志
の

高
さ
が
伝
わ
っ
た
印
象
だ
。

　
一
方
、
展
示
の
在
り
方
や
出
展
数
、

審
査
内
容
に
関
わ
る
指
摘
も
あ
り
、

今
後
、
運
営
の
参
考
に
し
た
い
。

　

【
訂
正
】
は
な
や
ま
２
２
５
号
、

３
面
に
掲
載
の
記
事
で
61
～
62
行

目
、「
河
北
工
芸
展
か
ら
引
き
続
い

て
務
め
る
こ
と
に
な
る
」
は
「
河
北

工
芸
展
で
も
顧
問
を
務
め
て
い
た
」

の
誤
り
で
し
た
。

芸
術
祭
開
催
を
評
価

感
謝
の
声
が
続
々
と

入
場
者
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

華　道　展 絵　画　展

書　道　展

最高賞受賞作品

最高賞受賞作品 最高賞受賞作品

美の競演美の競演
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
っ
て
、
収
入
が
大
き
く
減
少

し
、
経
営
・
運
営
に
著
し
い
影
響
を

受
け
て
い
る
中
小
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

対
象
に
、
事
業
の
継
続
を
支
え
る
持

続
化
給
付
金
で
、
当
協
会
は
９
月
、

中
小
企
業
庁
・
給
付
金
事
務
局
に
給

付
を
申
請
し
た
。
８
月
に
送
付
し
た

入
力
情
報
お
よ
び
証
拠
書
類
等
に
不

備
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
、
２
度

の
修
正
を
伴
っ
た
が
、審
査
の
結
果
、

最
終
的
に
制
度
の
趣
旨
に
か
な
う
と

し
て
給
付
が
認
め
ら
れ
た
。

　

給
付
額
は
上
限
の
２
０
０
万
円
。

制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
確
定
申

告
書
類
、
対
象
月
の
売
上
台
帳
（
正

味
財
産
増
減
計
算
書
）、
通
帳
の
コ

ピ
ー
等
を
提
出
し
、
９
月
、
給
付
通

知
「
持
続
化
給
付
金
の
振
り
込
み
の

お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
広
が
り
始
め
た
今

冬
以
降
、
当
協
会
は
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
や
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会
等
の
事
業
が

相
次
い
で
中
止
と
な
り
、
収
入
が
見

込
め
な
く
な
っ
た
。
そ
の
分
、
支
出

も
抑
え
ら
れ
、
著
し
く
収
支
が
悪
化

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
持
続
化
給

付
金
制
度
は
収
入
の
減
少
額
だ
け
を

基
準
と
し
て
お
り
、
特
定
の
１
カ
月

の
状
況
を
基
に
収
入
減
を
年
額
に
換

算
、
給
付
額
を
算
定
し
た
。

　

契
約
を
し
て
い
る
税
理
士
法
人
の

助
言
を
受
け
、
制
度
の
趣
旨
を
逸
脱

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
つ

つ
、
申
請
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
、

今
後
の
事
業
の
継
続
と
新
た
な
企
画

の
構
想
・
実
現
に
向
け
て
、
支
え
と

な
る
貴
重
な
財
源
を
得
た
形
だ
。

　

給
付
金
は
、
９
月
25
日
に
仙
台
銀

行
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
。後
日
、

寄
付
金
専
用
口
座
に
設
定
し
た
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
仙
台
支
店
の
口
座

に
預
け
替
え
る
予
定
だ
。

　

才
能
に
恵
ま
れ
た
人
だ
。
20
年
前

に
彫
刻
（
仏
師
）
の
世
界
を
知
り
、
直

感
で
一
生
の
仕
事
に
と
思
い
定
め
、
そ

の
後
間
も
な
い
２
０
０
３
年
、
河
北
美

術
展
で
仙
台
市
長
賞
を
初
受
賞
。以
降
、

東
京
で
の
創
型
展
を
含
め
十
数
回
の

受
賞
を
重
ね
る
の
だ
か
ら
。

　

故
林
鳳
雲
氏
、
そ
の
後
現

在
の
及
川
茂
氏
に
師
事
。華
々

し
い

活
躍

に
お

ご
る

こ
と
な
く
、
揺
る
ぎ
な
い
初

心
で
精
進
を
続
け
る
。

　
目
標
は
「
師
に
近
づ
き
、
技
術
を
向

上
さ
せ
、
後
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で

い
く
こ
と
」
と
き
っ
ぱ
り
。
刃
物
を

研
ぐ
と
き
、
己
の
心
も
磨
く
も
の
と

の
教
え
を
貫
く
。「
ま
と
も
に
研
げ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
せ
い
ぜ
い
最
近
」

と
謙
遜
。「
木
材
の
小
さ
な
変
化
を
見

　

社
会
人
に
な
っ

て
早
々
、
友
人
に

い
け
花
教
室
に
誘

わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。「
い

い
も
の
に
出
会
っ

た
」
と
い
う
の
が
華
道
の
第
一

印
象
。
引
き
寄
せ
ら
れ
、
結

婚
し

乳
児

を
抱

え
た

折
も
変
わ
ら
ず
足
は
向
い
た
。

　
「
創
作
に
際
限
が
な
い
の
が

魅
力
」。
花
材
の
ひ
と
枝
・
い

ち
輪
を
、
ど
う
活
か
し
て
生
け
る
か
、

想
像
と
創
造
の
世
界
に
没
頭
す
る
こ
と

で
、心
に
安
ら
ぎ
と
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

楽
し
さ
に
続
く
の
だ
と
い
う
。

　
「
あ
こ
が
れ
」「
お
手
本
」
と
す
る

師
匠
に
出
会
え
た
こ
と
に
も
支
え
ら
れ

た
。
先
輩
方
と
の
関
わ
り
か
ら
多
く
の

逃
さ
ず
、
木
目
を

見
て
ど
の
よ
う
に

使
う
か
決
め
て
い

く
」
と
、
素
材
に

誠
実
に
向
き
合
う
。

　

07
年
に
出
身
地

の
塩
釜
市
の
自
宅
に
工
房
を

構
え
、
寺
院
等
の
菩
薩
の
制

作
、
修
復
な
ど
を
行
い
、
仏

像
彫
刻
の
講
師
も
務
め
る
。

　

日
本
の
木
彫
文
化
の
先
行

き
を
危
ぶ
む
。
現
在
、
仏
像

彫
刻
に
本
格
的
に
取
り
組
む

の
は
全
国
で
も
数
人
。
光
を

当
て
直
す
必
要
性
を
痛
感
す

る
。

　

44
歳
。
今
後
、
長
く
木
彫
の
世
界

を
背
負
っ
て
い
く
俊
英
。
運
営
委

員
と
し
て
芸
術
祭
の
彫
刻
展
を
支

え
、
10
月
に
は
地
元
で
個
展
を
開
催

し
た
。
能
力
、
意
欲
に
満
ち
た
彫

刻
部
の
頼
も
し
い
若
き
担
い
手
だ
。

こ
と
を
学
ん
で
き
た
と
も
。

　
入
会
は
２
０
１
３
年
。
所
属
す
る
龍

生
派
で
芸
協
を
担
当
し
た
の
が
縁
と

な
っ
た
。「
さ
ま
ざ
ま
な
会
員
と
の
交

流
が
創
作
意
欲
を
か
き
立
て
、
ジ
ャ
ン

ル
の
異
な
る
芸
術
家
の
皆
さ
ん
と
集
う

素
晴
ら
し
さ
も
知
っ
た
」。
合

作
の
機
会
も
刺
激
的
だ
そ
う

だ
。

　
「
欲
張
り
な
性
格
」
が
あ
っ

て
の
こ
と
か
、
県
華
道
連
盟
の

事
務
局
員
な
ど
お
世
話
役
を
積

極
的
に
引
き
受
け
る
。
派
主
催

の
子
ど
も
体
験
教
室
に
も
協

力
。
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

米
沢
市
出
身
の
50
代
。
芸
術
祭
の

華
道
展
で
は
非
会
員
に
も
活
け
込
み

（
作
品
作
り
）を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

楽
し
さ
を
共
有
し
つ
つ
、
さ
り
げ
な

く
入
会
を
促
し
て
い
る
と
か
。中
堅
、

実
働
世
代
と
し
て
部
を
支
え
、
派
を

盛
り
立
て
る
思
い
が
あ
ふ
れ
る
。

後の世代につなぐ後の世代につなぐ
彫刻部　赤井靖武さん（塩釜市）彫刻部　赤井靖武さん（塩釜市）

楽しさ満載を実感楽しさ満載を実感
華道部　児玉純紅さん(仙台市)華道部　児玉純紅さん(仙台市)

　

公
益
財
団
法
人
日
本
教
育
公
務
員

弘
済
会
宮
城
支
部
に
申
請
し
て
い
た

活
動
奨
励
金
の
給
付
が
９
月
、
正
式

に
決
ま
っ
た
。
８
日
付
で
決
定
通
知

書
が
届
き
、
10
月
５
日
、
当
協
会
事

務
所
内
で
目
録
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

た
。
奨
励
金
の
認
定
は
、
芸
術
分
野

で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

給
付
額
は
20
万
円
。
芸
術
祭
事
業
に

組
み
込
み
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
っ
て
、
芸
術
文
化
関
連
の
事

業
が
相
次
ぎ
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る

中
、
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
、
第

57
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
開
催
を
決
断

し
た
「
勇
気
あ
る
対
応
」
が
助
成
に

値
す
る
特
筆
す
べ
き
対
応
と
受
け
止

め
ら
れ
た
。

　

宮
城
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
向
け

て
、
愚
直
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
の
意
義
と
と
も
に
、
活
動
ぶ
り
を

広
く
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
さ
せ
ら
れ

る
貴
重
な
機
会
に
も
な
っ
た
。

協
会
の
未
来

協
会
の
未
来

「
若
手

「
若
手
」」
登
場
登
場

持
続
化
給
付
金
を
受
給

上
限
の
２
０
０
万
円
・
申
請
承
認

奨
励
金
も
認
定

20
万
円
、
事
業
資
金
に
充
当
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賞　名 部　　　門 作　　品　　名 氏　　　　　名
宮 城 県 芸 術 祭 賞 写 真 部 十 二 神 将　 冬 の 候 白 旗 成 典（大崎市）

彫 刻 部 こ こ ろ ね しょうじ　こずえ（山元町）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 宵 の 音 山 本 政 彰（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 掌 中 の 珠 佐　藤　　　結（仙台市）
書 道 部 劉 滄 詩 （漢　字） 菅 原 紫 雲（仙台市）
文 芸 部 コ ロ ン ブ ス の 卵（川　柳） 水 戸 一 志（利府町）

宮 城 県 知 事 賞 写 真 部 じ ょ ん が ら 小　野　　　茂（仙台市）
彫 刻 部 ク ロ ス 小　泉　百合子（多賀城市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 遠 雷 遠 州 千 秋（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 荒 沢 湿 原 の 花 和 田 三 夫（仙台市）
書 道 部 竹 の 色 も （か　な） 岡 崎 幸 子（仙台市）
文 芸 部 色 褪 せ て ／ な お（　詩　） 鈴　木　　　修（大崎市）
文 芸 部 秋 霖 （短　歌） 鈴 木 啓 子（仙台市）
文 芸 部 数 の ち か ら（俳　句） 堀之内　久　子（利府町）
文 芸 部 茣 蓙 の 上 （川　柳） 大 沼 和 子（仙台市）

仙 台 市 長 賞 書 道 部 孤 坐 （近代詩文） 小　嶋　カズ子（仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 或 る 日 の 庭 中 邨 圭 子（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 生 命 譜 （２０２０） 渡 邉 昭 砆（仙台市）

河 北 新 報 社 賞 写 真 部 産 土 海老名　和　雄（仙台市）
彫 刻 部 Ｉｔ ’ ｓ ｓｈｏｗ ｔｉｍｅ 中 平 哲 夫（仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 叢 生 土　屋　　　薫（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 青 色 の コ コ ロ 松 宮 禜 典（仙台市）
書 道 部 悟 （少　字） 和　泉　とし子（仙台市）
文 芸 部 ド ロ ー の 人 生（短　歌） 大 友 圓 吉（多賀城市）

宮城県教育委員会教育長賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 都 市 遊 戯 Ｘ ク ロ ス ロ ー ド 山　並　　　進（角田市）
書 道 部 ね が い 星 （墨　象） 伊 澤 香 雨（石巻市）

宮城県教育委員会教育長特別賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） ひ と り の 夏 阿 部 淑 子（塩釜市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 留まるものは何もない（２０） 阿 部 正 彦（気仙沼市）
書 道 部 「懿徳」「絶學無憂」（篆　刻） 伊 藤 煌 容（多賀城市）
書 道 部 石 牟 礼 道 子 の 句（近代詩文） 大　友　きか子（名取市）

仙台市教育委員会教育長賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 明 日 は 晴 れ 柏　谷　佳代子（石巻市）
書 道 部 岡 本 黄 石 詩（漢　字） 山 田 華 鳳（松島町）

宮 城 県 議 会 議 長 賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 風 の ポ エ ト リ ー 佐 野 福 代（仙台市）
書 道 部 心 の 軌 跡 （墨　象） 一 條 紅 蕭（涌谷町）

仙 台 市 議 会 議 長 賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 迸 柴　田　　　治（仙台市）
書 道 部 変 貌 （少　字） 島 津 和 子（岩沼市）

公益財団法人宮城県文化振興財団賞 写 真 部 反 映 の 形 象 山 内 則 義（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 青 い 布 の あ る 静 物 Ⅲ 佐々木　まさ子（仙台市）
書 道 部 舒 位 詩 （漢　字） 後 藤 翠 蓮（栗原市）
書 道 部 鎮 魂 の 花 火（近代詩文） 建 部 紘 子（多賀城市）
書 道 部 坂 井 智 子 の 言 葉（近代詩文） 佐 藤 華 炎（仙台市）
文 芸 部 夜 を 急 ぐ （短　歌） 柿 沼 寿 子（名取市）

公益財団法人仙台市民文化事業団賞 写 真 部 夏 の 思 い 出 西　條　きみ子（仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 感 激 の 輝 き 菊 地 禮 蔵（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 街 山 口 優 子（名取市）
書 道 部 彭孫遹詩「秋日登滕王閣」（漢　字） 田 手 邦 泉（仙台市）

公益財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） 伊 太 利 回 想 武　地　美枝子（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） い ざ な う 大　西　ちい子（仙台市）

菅 野 美 術 館 賞 彫 刻 部 Ｈｉ・ｎｏ・ｍａ・ｌｕ　２０２０ 畠 山 卓 也（登米市）
門 伝 勝 太 郎 賞 絵 画 部（ 洋　 画 ） 冬 の お と ず れ 鈴 木 雅 之（大河原町）

書 道 部 寂 寥 （近代詩文） 木 村 笙 園（大崎市）
宮 城 県 芸 術 祭 奨 励 賞 写 真 部 ” 水のように ” シリーズ　8 月 15 日撮影から。故大内四郎氏に捧ぐ 伊　藤　トオル（仙台市）

写 真 部 古 里 の 笑 顔 兵 藤 博 行（栗原市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 　Ａｐｐｌｅ　Ａｖｅｎｕｅ　 桜 井 竣 平（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 花 （Ⅲ） 大 竹 幸 子（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） モ オ ～ や め て ！ 山 形 牧 子（登米市）
書 道 部 葉 顒 詩 （漢　字） 石 井 秀 苑（仙台市）
書 道 部 范 準 詩 （漢　字） 板 橋 翠 苑（仙台市）
書 道 部 眼 施 （少　字） 丸 藤 紫 苑（仙台市）
書 道 部 大宮エリーの詩「オーロラのような」（近代詩文） 下 野 美 紀（塩釜市）
書 道 部 尤 袤 詩「 落 梅 」（漢　字） 末 永 瑞 鳳（東松島市）
書 道 部 毬 あ そ び （墨　象） 田 村 紅 沙（美里町）
文 芸 部 四 国 巡 礼 （俳　句） 赤　間　　　学（仙台市）

第 57 回宮城県芸術祭受賞者（会員の部）

※工芸部の受賞者は 11 月決定の予定



令 和 ２ 年 10 月 31 日 は な や ま 第 226 号　�6

部　　門 賞　　名 作 　 　 品 　 　 名 氏　　　名

絵 画 展（ 公 募 の 部 ）

宮 城 県 芸 術 協 会 賞 初 夏 澁　谷　いく子 （仙台市）
優 秀 賞 初 秋 の 思 い 出 高 橋 大 策 （仙台市）
優 秀 賞 黒 い テ ー ブ ル 松 本 俊 隆 （仙台市）
奨 励 賞 真 昼 小野寺　さゆり （栗原市）
奨 励 賞 望 郷 中 島 信 也 （加美町）
奨 励 賞 石 橋 屋 の 枝 垂 桜 堀　　　英　敏 （仙台市）
奨 励 賞 追 憶 の 部 屋 小 山 ま り （仙台市）
奨 励 賞 咲 い た よ 三 村 敦 子 （仙台市）
奨 励 賞 追 憶（ 仲 良 し マ ネ キ ン ） 赤　塚　　　昭 （仙台市）
奨 励 賞 企 て 成 田 太 郎 （仙台市）

彫 刻 公 募 展 宮 城 県 芸 術 協 会 賞 生 命 木 村 民 男 （石巻市）
奨 励 賞 社 会 不 適 合 者 中 野 優 音 （仙台市）

フォトサミット in Sendai 2020

フォトサミット in Sendai 大賞 メ ル ヘ ン の 世 界 藤 原 靖 也 （仙台市）
河 北 新 報 社 賞 古 き 日 本 の 伝 統 美 伊 藤 邦 彦 （登米市）
宮 城 県 知 事 賞 「 い び き 二 重 唱 」 狩 野 庸 志 （大崎市）
青 森 県 知 事 賞 桜 花 一 閃 の 矢 相　沢　　　開 （石巻市）
秋 田 県 知 事 賞 会 場 目 指 し て 佐 藤 一 之 （塩釜市）
岩 手 県 知 事 賞 ヨ シ 原 の 恵 み を 一 條 待 子 （仙台市）
山 形 県 知 事 賞 凍 ゆ る む 平　田　　　勉 （岩沼市）
福 島 県 知 事 賞 乱 痴 気 錦 見 寛 信 （福島県）
仙 台 市 長 賞 雪 中 田 植 え 伊 藤 公 博 （仙台市）
宮城県教育委員会教育長賞 セ ル フ ポ ー ト レ ー ト 阿 部 和 美 （多賀城市）
仙台市教育委員会教育長賞 睦 ま じ く 池 上 和 夫 （福島県）
宮 城 県 議 会 議 長 賞 祈 り 飯　渕　　　弘 （仙台市）
仙 台 市 議 会 議 長 賞 刻 ま れ た 年 月 松 浦 昭 宏 （静岡県）

（公財）宮城県文化振興財団賞 大 地 へ 還 る 清 原 一 彦 （仙台市）
大 崎 市 長 賞 防 潮 堤 か ら 伊 藤 敏 明 （仙台市）
Ｊ Ａ Ｌ 賞 時 の 表 出 小檜山　裕　行 （角田市）
東 北 電 力 賞 喜 び の 日 の 馬 子 星　　　みや子 （仙台市）
東 北 放 送 賞 朝 の 詩 鈴 木 泰 壽 （塩釜市）
ニ コ ン 賞 朝 日 に 詩 う 森　川　　　隆 （大崎市）
ペ ン タ ッ ク ス 賞 一 緒 に 食 べ よ っ 遠 藤 祐 子 （仙台市）
堀 内 カ ラ ー 賞 カ ム イ 北 原 良 章 （加美町）
tcd 東北カラーデュープ賞 厳 寒 に 耐 え て 。 竹 花 信 一 （岩手県）

第 57 回宮城県芸術祭　絵画展（公募の部）　彫刻公募展　フォトサミット in Sendai 2020　受賞者

　
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ｉｎ 

Ｓｅ
ｎ
ｄａ
ｉ 

２
０
２
０
の
関
連
事
業
、
写
真
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ー
ム
が
９
月
26
日
、
せ
ん
だ
い

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
の
ス
タ
ジ
オ
シ
ア

タ
ー
で
開
か
れ
、約
30
人
が
参
加
し
た
。

　

当
協
会
と
河
北
新
報
社
連
携
に
よ

る
第
１
回
公
募
展
に
合
わ
せ
て
企
画

さ
れ
た
。
当
協
会
理
事
で
写
真
家
の

落
合
英
俊
氏
の
司

会
・
進
行
で
、
審

査
を
務
め
た
写
真

家
の
赤
城
耕
一
氏
、

Ｔ
Ｖ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
大
野
克
己

氏
、
当
協
会
執
行

理
事
の
邦
楽
家

（
尺
八
）
の
佐
藤

皖
山
氏
が
「
傑
作
を
生
み
出
す
条
件
と

は
」を
テ
ー
マ
に
意
見
を
述
べ
合
っ
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
は
写
真
を
は
じ
め
芸

術
全
般
に
造
詣
が
深
く
、
場
慣
れ
し

て
い
る
だ
け
に
、
議
論
は
ス
タ
ー
ト

か
ら
白
熱
。
豊
か
な
経
験
に
裏
打
ち

さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
ま
れ
、
機
材
・
レ
ン
ズ
の
批

評
や
参
加
者
と
の
質
疑
も
あ
り
、
充

実
し
た
内
容
に
な
っ
た
。

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
各

氏
が
冒
頭「
質
の
高
さ
に
驚
い
た
。『
東

北
の
音
』
部
門
の
設
定
も
ユ
ニ
ー
ク
。

視
点
、感
性
の
豊
か
さ
が
試
さ
れ
、（
こ

の
種
の
部
門
を
）
次
年
度
以
降
も
継

続
し
て
ほ
し
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。

　

シ
ン
ポ
は
予
定
を
上
回
る
２
時
間

半
、
休
憩
も
な
く
実
施
。
検
温
や
座

席
数
の
減
少
な
ど
感
染
防
止
に
も
配

慮
し
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
不

安
も
な
く
、
専
門
家
な
ら
で
は
の
興

味
深
い
話
が
多
く
て
参
考
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

充
実
の
討
議
、
会
場
に
熱
気

写
真
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

フォトサミット部門２・東北の音の最
高賞、河北新報社賞の受賞作品「古き
日本の伝統美」

フォトサミット in Sendai 2020
写真シンポジューム
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森　敏美氏
美術（洋画）仙台市

　

令
和
２
年
度
の
宮
城
県
芸
術
選
奨

受
賞
者
が
決
ま
り
、
12
月
に
県
庁
舎

内
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
。
受
賞
者

は
芸
術
選
奨
５
人
、
同
新
人
賞
５
人
。

当
協
会
の
会
員
、
美
術
（
洋
画
）
の

森
敏
美
氏
、
工
芸
（
陶
芸
）
の
小
川

和
子
氏
、
音
楽
（
指
揮
）
の
佐
藤
寿

一
氏
が
芸
術
選
奨
、
美
術
（
書
）
の

千
葉
四
帆
氏
が
同
新
人
賞
に
輝
い
た
。

県
の
芸
術
文
化
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

協
会
の
活
動
も
支
え
る
皆
さ
ん
の
業

績
と
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

　

宮
城
県
芸
術
祭
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
県
内
外
の
絵
画
展
で
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
公
共
施
設
で
の
壁
画

制
作
も
。
発
想
が
豊
か
で
作
品
は
変

遷
を
続
け
期
待
が
膨
ら
む
。
長
年
、

東
北
生
活
文
化
大
で
学
生
の
指
導
に

尽
力
。
美
術
解
剖
学
会
理
事
、
新
現

美
術
協
会
会
員
。絵
画
部
運
営
委
員
。

　

受
賞
に
驚
い
て
い
ま
す
。
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
の
社
会
活
動
、
そ
れ
と

昨
年
開
い
た
大
学
の
退
任

展
が
評
価
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り

に
絵
画
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
取
り
組
み
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
の
先
を
見
据

え
、
ド
イ
ツ
で
の
個
展
開

催
を
目
標
に
し
、
初
心
に
返
り
創
作

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

海外個展を目標に

小川和子氏
工芸（陶芸）仙台市

　
絵
画
（
洋
画
）
と
工
芸
（
陶
芸
）
の

両
部
で
実
績
。
絵
画
は
河
北
美
術
展
で

高
く
評
価
さ
れ
、
工
芸
は
日
展
、
新

工
芸
展
で
入
選
し
、
河
北
工
芸
展
で

も
入
賞
・
入
選
を
重
ね
る
。
秋
保
に

築
窯
、
後
進
の
指
導
に
当
た
り
、
個

展
を
通
じ
て
芸
術
文
化
振
興
に
貢
献
。

絵
画
（
運
営
委
員
）、
工
芸
重
籍
会
員
。

　

長
年
の
積
み
重
ね
が
認
め
ら
れ
た

よ
う
で
、
う
れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
絵
画
は
河
北

美
術
展
な
ど
地
元
展
、
工

芸
（
陶
芸
）
は
シ
ン
プ
ル

で
見
栄
え
を
意
識
し
大
作

を
全
国
公
募
展
に
も
出
品

し
て
き
ま
し
た
。
評
価
い

た
だ
い
た
工
芸
に
つ
い
て

は
、
好
き
な
角
張
っ
た
も

の
に
加
え
、
新
た
に
丸
み

を
帯
び
た
作
品
に
も
挑
戦
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新たな挑戦を模索

佐藤寿一氏
音楽（指揮）名取市

　

音
楽
美
学
か
ら
指
揮
に
転
向
。
山

形
交
響
楽
団
の
指
揮
者
を
務
め
、
こ

れ
ま
で
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
、
東
京
フ
ィ
ル
な
ど
国
内
外

の
楽
団
を
指
揮
。
オ
ペ
ラ
指
導
な
ど

幅
広
い
分
野
で
の
活
躍
も
期
待
さ
れ

る
。
国
立
音
楽
院
宮
城
キ
ャ
ン
パ
ス

等
で
学
生
の
指
導
に
も
尽
力
。

　

青
天
の
霹
靂
、
驚
い
て
い
ま
す
。

県
内
で
の
実
績
が
十
分
で
は
な
く
、

も
っ
と
地
元
に
軸
足
を
置

い
た
活
動
を
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
周
り
に
は

優
秀
な
楽
器
奏
者
が
大
勢

い
ま
す
が
、
意
外
に
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
方
々
と
の
演
奏

機
会
を
得
て
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ

ん
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

軸足をより県内に

千葉四帆（知子）氏
美術（書）仙台市

　

若
く
し
て
河
北
書
道
展
で
相
次
ぎ

河
北
賞
に
輝
き
、
書
道
芸
術
院
展
な

ど
全
国
展
で
も
入
賞
多
数
。
前
衛
書

（
墨
象
）
を
得
意
と
し
、
現
代
的
な
作

風
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
他
部

門
と
の
コ
ラ
ボ
に
も
積
極
的
で
活
動

の
幅
を
広
げ
、
書
道
部
の
運
営
委
員

を
引
き
受
け
る
な
ど
後
進
の
指
導
も
。

　

何
が
評
価
さ
れ
た
の
か
、
受
賞
に

恐
縮
し
て
い
ま
す
し
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
個
展
の

開
催
も
少
な
い
方
な
の
に

…
。体
調
を
崩
し
て
現
在
、

充
電
中
の
よ
う
な
格
好
で

す
が
、
回
復
を
見
定
め
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

り
、
今
後
も
ぶ
れ
ず
に
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。「
墨
象
」
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
活
動
に
も
尽
く
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

地道に精進重ねる

　

令
和
２
年
度
の
文
化
の
日
表
彰
受

賞
者
（
教
育
文
化
功
労
）
が
決
ま
っ

た
。
芸
術
・
文
化
関
係
で
長
年
、
多

大
な
貢
献
を
し
た
10
名
の
方
々
で
、

当
協
会
か
ら
は
杵
屋
和
加
喜
久
さ
ん

（
長
唄
、
邦
楽
部
長
）
＝
仙
台
市
、

岩
井
純
さ
ん
（
陶
芸
）
＝
同
、
佐
々

木
洋
一
さ
ん
（
詩
、
文
芸
部
運
営
委

員
）
＝
栗
原
市
、伊
藤
翠
華
さ
ん
（
華

道
・
池
坊
）
＝
七
ヶ
浜
町
、
の
４
名

の
会
員
が
選
ば
れ
た
。

　

杵
屋
さ
ん
は
長
年
、部
を
け
ん
引
。

三
味
線
界
の
重
鎮
で
各
公
演
の
ほ
か

邦
楽
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に

協
力
、
継
承
に
努
め
て
い
る
。

　

岩
井
さ
ん
は
仙
台
市
内
に
築
窯
。

各
種
の
陶
芸
展
で
入
賞
・
入
選
を
重

ね
、
国
内
外
で
個
展
を
開
催
す
る
な

ど
、
活
躍
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
詩
集
を
多
数
出
版
。

宮
城
県
芸
術
選
奨
、
県
芸
術
祭
文
芸

賞
を
受
け
る
な
ど
県
内
文
芸
界
を
支

え
る
一
人
。
壷
井
繁
治
賞
も
受
賞
。

　

伊
藤
さ
ん
は
昭
和
49
年
、
池
坊
入

門
。
そ
の
後
、
教
室
を
主
宰
し
、
宮

城
県
華
道
連
盟
等
の
会
員
と
し
て
後

進
の
指
導
と
普
及
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

11
月
24
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
第

57
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
表
彰
式
で
披

露
さ
れ
る
。

文
化
の
日
表
彰
受
賞
者
に
会
員
４
名

宮
城
県
芸
術
選
奨
に
３
氏
、
新
人
賞
に
１
氏

輝
く
業
績
、
評
価
も
高
く
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
未
だ

収
ま
ら
な
い
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
と
様
々
な
言
わ
れ
方
を

す
る
。
新
し
い
生
活
様
式
な
ど
と
生
活

ス
タ
イ
ル
ま
で
指
示
さ
れ
る
が
、
い

ず
れ
人
の
行
動
は
時
間
の
経
過
の
中

で
、
か
つ
て
の
姿
を
取
り
戻
し
て
い

く
だ
ろ
う
▼
こ
の
半
年
余
り
文
化
面

で
の
打
撃
は
大
き
く
、
希
望
を
持
て

る
ま
で
の
回
復
に
は
多
く
の
時
間
を

要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
本
年
度
の
宮
城

県
芸
術
祭
も
会
期
の
短
縮
な
ど
、
大
き

な
影
響
を
受
け
た
が
、
創
造
力
は
従
前

以
上
▼
巣
ご
も
り
消
費
、
ネ
ッ
ト
ゲ
ー

ム
、
格
差
拡
大
と
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で

こ
れ
ま
で
水
面
下
だ
っ
た
事
柄
が
よ

り
顕
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
下
で
Ｉ
Ｔ

の
巨
大
企
業
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（
グ
ー
グ
ル
、

ア
マ
ゾ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア
ッ

プ
ル
）
は
ぼ
ろ
儲
け
。
こ
れ
ら
の
企
業

に
金
儲
け
以
外
の
使
命
は
な
い
。
ど
こ

も
か
し
こ
も
拝
金
主
義
一
辺
倒
で
、
富

の
偏
在
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い

く
▼
以
前
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
ト

マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
が
、
富
裕
層
の
税
率
を

高
く
す
る
べ
き
だ
と
説
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
日
本
の
子
供
達
の
７
人
に

１
人
が
、
貧
困
で
お
な
か
を
す
か
せ

て
い
る
な
ど
、
世
の
中
、
狂
っ
て
い
る

か
ら
起
き
る
現
象
で
は
な
い
か
。（
英
）

事
務
局
日
誌

会
務
報
告

【
第
３
回
理
事
会
】
８
月
３
日

・
正
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

・
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
東
北
書
道
秀
抜
展

　

10
月
16
～
20
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
59
回
洗
心
書
道
展 

　

11
月
12
～
15
日

　

宮
城
県
美
術
館

☆
圖
南
書
道
選
抜
展

　

11
月
13
～
18
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
67
回
河
北
書
道
展

　

11
月
19
～
30
日

　

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ

☆ 

第
44
回
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写

真
部
東
北
地
区
公
募
展

　

12
月
４
～
８
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

第
27
回
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写

真
部
宮
城
支
部
展

　

12
月
４
～
８
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

第
38
回
メ
サ
イ
ア
演
奏
会
（
抜
粋

演
奏
）

　

12
月
12
日

　
 

仙
台
教
区
元
寺
小
路
カ
ト
リ
ッ
ク

協
会

☆
第
48
回
宮
城
野
書
道
展

　

12
月
18
～
23
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ジ
パ

ン
グ
青
春
記
」

　

12
月
22
日

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆
第
13
回
河
北
小
中
学
生
書
道
展

　

12
月
25
～
27
日

　

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ

☆
蓮
紅
社
書
展

　

令
和
３
年
１
月
15
～
18
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
２
０
２
１
仙
萩
会
書
展

　

令
和
３
年
１
月
30
日
～
２
月
３
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
75
回
春
の
院
展

▽
入
選
＝
佐
々
木
啓
子
、
三
浦
長
悦

◇
再
興
第
105
回
院
展

▽
入
選
＝
三
浦
長
悦

受
　
贈
　
書
（　

）
は
寄
贈
者

『
書
業
六
十
年
の
歩
み　

阿
部
圭
峰

作
品
集
』（
佐
々
木
芝
翠
）、『
歌
集

　

記
憶
の
遺
産
』（
上
林
節
江
）、『
鈴

木
梅
子
の
詩
と
生
涯
』（
西
田
朋
）

『
詩
集
ユ
ウ
レ
カ
！
老
人
は
飛
ぶ
』

（
鈴
木
修
）『
句
集
柊
』（
木
村
裕
一
）

謹
　
弔

賛
助
会
員
（
個
人
） 

千
葉
英
司　

殿

5
月
31
日

文
芸
部
（
短
歌
） 

丹
治
久
惠　

殿

8
月
20
日

賛
助
会
員
（
個
人
） 

愛
知
絢
子　

殿

10
月
5
日

　

前
号
１
面
に
掲
載
し
た
雫
石
隆
子

理
事
長
の
再
任
あ
い
さ
つ
で
触
れ
て

い
る
通
り
、
寄
付
金
専
用
の
口
座
を

開
設
し
た
。
既
設
の
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信

託
銀
行
仙
台
支
店
の
普
通
口
座
を

「
寄
付
金
専
用
」
に
改
め
た
。
宮
城

県
芸
術
祭
と
は
別
に
今
後
、
想
定
さ

れ
る
周
年
記
念
事
業
へ
の
支
出
や
、

協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
企

画
事
業
等
の
元
手
と
し
て
役
立
て
る

の
が
狙
い
で
、
基
金
の
受
け
皿
的
な

性
格
を
持
つ
。
会
員
ら
の
理
解
と
積

極
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

協
会
創
設
60
周
年
を
３
年
後
に
控

え
、
記
念
事
業
の
立
案
・
実
施
と
、

そ
の
資
金
の
積
み
立
て
に
迫
ら
れ
る

状
況
に
加
え
て
、
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
、
協
会
の
存
在
を
広

く
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
企

画
事
業
等
に
備
え
る
の
が
目
的
だ
。

行
政
や
団
体
、
企
業
と
の
連
携
事
業

の
実
施
に
向
け
て
、
適
宜
、
負
担
金

等
の
拠
出
に
も
充
当
す
る
。

　

予
備
費
と
い
っ
た
形
で
予
算
計
上

す
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
が
、
赤
字

決
算
が
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
を
直

視
し
、
会
員
を
は
じ
め
、
賛
助
会
員

や
県
民
ら
に
浄
財
の
提
供
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
し
た
。
積
立
額
次
第
の

側
面
は
あ
る
が
、
協
会
の
認
知
度

ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
部
、
個
人
を
問
わ
ず
、
資
金
面

か
ら
後
押
し
し
て
い
く
方
向
で
、
多

く
の
寄
付
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し

得
る
基
金
と
す
る
考
え
だ
。

　

一
口
、
１
万
円
を
原
則
と
し
つ
つ

も
、
金
額
は
提
供
者
の
判
断
に
ゆ
だ

ね
る
。
寄
付
金
の
拠
出
は
所
得
、
税

額
控
除
の
対
象
と
な
る
。
口
座
名
義

は
「
公
益
社
団
法
人　

宮
城
県
芸
術

協
会
」、
取
扱
店
は
「
３
４
０
」、
口

座
番
号
は
「
２
３
６
５
４
２
７
」。

　

第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
表
彰
式
の

会
場
を
変
更
し
た
。
総
会
議
案
書
の

事
業
計
画
や
芸
術
祭
実
施
要
項
で
は

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
と
し

て
い
た
が
、
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル

仙
台
（
市
民
会
館
）
小
ホ
ー
ル
に
切

り
替
え
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

収
束
せ
ず
、
式
後
の
祝
宴
の
開
催
も

見
送
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
措
置
。
期
日
は
11
月
24
日

（
火
）
で
変
更
は
な
く
、
開
催
時
間

は
午
後
２
時
か
ら
。簡
素
化
を
図
り
、

出
席
も
受
賞
者
・
協
会
功
績
者
・
文

化
の
日
表
彰
者
ら
の
協
会
会
員
、
共

催
団
体
の
代
表
者
及
び
賞
交
付
団
体

代
表
者
、
協
会
役
員
及
び
各
部
長
・

副
部
長
に
と
ど
め
る
。

　
寄
付
金
専
用
口
座
を
開
設

　
寄
付
金
専
用
口
座
を
開
設

周
年
記
念
等
の
企
画
事
業
に
充
当

周
年
記
念
等
の
企
画
事
業
に
充
当

会
員
の
積
極
参
加
を
期
待
　

会
員
の
積
極
参
加
を
期
待
　

第
57
回
芸
術
祭
表
彰
式

市
民
会
館
に
会
場
変
更


